
プロ野球現場の戦略  

－スコアラーによるデータの収集と整理と活用－  

猿渡康文，安藤順三，大山達雄  
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1 はじめに   のようにして収集されているのであろうか。ま  

た、監督やコーチの作戦はどのようにして形成  

されていくのであろうれ果たして、監督やコー  

チのこれまでの経験や勘のみで作戦が形成され  

て行くのであろうか。   

一般に、対戦相手に対するデータは、チーム  

に所属するスコアラーによって提供される。ス  

コアラーは、対戦する相手の現在の状況を把握  

し、適切なアドバイスを監督を初めとするスタッ  

フ、たとえばピッチング・コーチやバッティング・  

コーチに、さらには、出場選手に伝えることで、  

チームに貢献している。また自チームの選手に  

対しても、スコアラーは投手に対しては配球、被  

安打、ホームランについて、打者に対しては安  

打、犠打、打席結果のすべての情報を提供する。  

つまり、スコアラーによって提供される情報はプ  

ロ野球の選手、チームにとって非常に重要な役  

割を果たしているのである。   

本稿では、スコアラーはどのようなデータを  

収集し、得られたデータをどのように分析して  

いるのか、をみることにする。  

野球は、攻撃と守備を交互に繰り返すスポー  

ツである。攻撃には、選手個人の判断による打  

撃（ヒッティング）やチームの作戦としての盗塁  

を初めとして、監督・コーチの指示によるバント  

や犠牲フライといった犠打なども含まれる。ま  

た、守備には、投手個人の技量としての球速や  

球種、制球力、そして補手の補球能力、配球に  

対する考え方、野手の打球を処理する技術など、  

選手個人の能力が含まれる。さらに、守備には、  

打者に応じた守備位置の決め方や、打者の打撃  

能力やその日の調子、あるいはスコアやボール  

カウントに応じて配球する、あるいはフォアボー  

ル（敬遠）にするなど、監督やコーチの適切な指  

示能力が不可欠である。このような面から、野球  

は、選手個人の技術や技量とともに、監督・コー  

チによる作戦面での技術力、あるいは判断力が  

重要なスポーツであることが分かる。   

日本のプロ野球界は、対戦するチームの投手  

や打者に対するデータを注意深く分析し、得ら  

れたデータに基づいた戦略を取ることで有名で  

ある。それでは、戦略の基礎となるデータはど  2 データの収集  

プロ野球チームは、ペナントレースを制し、  

さらには、日本シリーズを制することを最大の  

目的としている。各プロ野球チームに所属する  

選手は、自主トレや春季キャンプを通して個人  

の力量を向上させ、さらに、オープン戦でその  

成果を確認し、ペナントレースに突入する。   

スコアラーの1年は選手の自主トレ・春季キヤ  
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ンプとともに始まる。新人選手、移籍組の選手  

など、これまで対戦経験のない選手は勿論、中  

堅からベテラン選手まで、選手の力量や技量を  

この時点で把握する必要があるからだ。たとえ  

ば、新Å投畢をこつ心、ては、彼が投げる球筋や球  

威とむ、った基礎デ如夕馴巴超しておかなければ、  

監督やコ匝割こ封じてデータを鰹供することは  

出来ない。また新入選手に対しては、彼らの体  

力、技術、特徴を把握しておかねばならない。   

オープン戦が開幕サると、スコアラ山はペナ  

ントシーー岬ズン開薪戦に向けてのデー血 夕収集と分  

析を開始する。レギュラー選手、ベテラン投手  

に射じて駄 これ蕊でとどう 

い球種を修得したか密か、と射ったチェックが必  

要である。打者右こ射じては、打法、打力、チーム  

プレー各こつW、ての情報を収集する。ここで収集  

するデータは公式戦で収集ずるデータとほぼ同  

じであるが、この時点で収集するデータは、ペ  

ナントシーズンを通して選手、チレムに対して  

必要な基礎的なデ山タに過ぎない（，  

て相手チレムの試合内容を記録する“先乗りあ  

るいは先々乗りスコアラータブである。先乗りスコ  

アラ…は、次節に対戦する相手チいムの状況の  

把握、そ・■して先々乗りスコアラ｝は、次節の試合  

摘草チームで先発、あるいぼ登板す億と予磯さ  

れる投手各こ関する情報の収集が童要な役割であ  

る。これらのスコアラ如はそれぞれノの担当する  

試合をビデオカメラとともに観戦し、スコアブッ  

クと呼ばれる記録用紙に試合の全内容を記録し  

ていく。スコアブックには、日時、球場、天候、  

風向、審判団の構成、といった付随データととも  

に、試合経過に従って収集されるデータが記録  

される。試合の遅行に従って収集きれるデータ  

は、投手の投球に関するデいタと打者の打球に  

関するデーpタにうきけることができる。ス詔アブッ  

クは、図且に示すように、各打者の各打席に対  

も／て一つの∇スを用いるが、マスを2つの部分  

に．分け、それぞれ投球を記録する部分（左単分〉  

と球場全体を・磯往／て打球を記録する部分（右単  

分・）としてb＼る。  

投球を記録する部分は9つに分割されたスト  

ライクゾ仰ンを模したもので、各打者に対して  

投じられた真申、外角高め、内角低めといった  

配球のコー∴スの位置に、その球種（ストレート、  

カ山ブ、シュート、スライダ｝、フォー久チェ  

ンジアップなど）を示す記号がその投球順ととも  

に記入される。また、各打者の各打席に対する  

打球を記録する部分には、その打者の打球の方  

向が分かるように、ゴロやフライといった飛球  

の向きとともに牌が引かれる。さらに、旺ッティ  

ングの判定（セーフとアウト）も走者の位置とと  

もに右下隅に記録される。  

データの記入方法は、球団毎に異なってはい  

るものの、収集するデータの種類については大き  

な差異はない。試合中に記録するデータは、基本  

的にはスコアブックのみである。このため、チー  

ムの作戦、戦略、評価の源となるデ｝タはスコ  

アブックのみから得られるといっても過言では  

ない。スコアブックによって野球の対戦が再現可  

オペレーションズ。リサーチ   

…  1   

至   

図乱   

ペナントシレズンが開幕すると、スコアラー  

は2手に分か針して、デーータの収集中分析を始める。  

それらは、日本プロ野球の場合、所属チームの  

試合に常に同行してチ←ムの試合内容を記録す  

る“チーム付きスコアラー’タ と、所属チームが次  

節や次々節に対戦するチームを追いか帆前もっ  
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レートシュート系の速い球のみを対象とした場  

合、カーブ・スライダー・フォーク系の変化球の  

みを対象とした場合など、いくつかの場合を想  

定してそれぞれ集計することによって、どのよ  

うな結果が得られるか、さらにはどのような作  

戦が効果的かが分析される。どのような場合を  

想定して集計を行うかは、選手、チームの調子、  

状況、必要性に応じて、情報の活用方法ととも  

に決定される。   

投手の配球については、ボールカウントごと  

に投げた球種を集計することによって、配球の  

傾向を見ることができる。たとえば、右打者に  

対する場合、左打者に対する場合、初球の入り  

方、2ストライク後の球種、などというように、  

いくつかの場合を想定した集計が行われる。ま  

た、配球は、アウトカウントや走者の有無といっ  

た、対打者以外の要因によっても変化する。こ  

のため、それらの要因をも考慮した想定に基づ  

く集計も行われる。   

ここで利用した全投球データは、スコアラー  

の所属するチームの打者に対するものではなく、  

スコアラーが観戦した試合で対戦相手チームの  

打者に対するものである。したがって、あくま  

でも一種の参考データとして扱われている点は  

特徴的である。   

対戦する打者については、図2に示すような  

球場を模した図に全打球の方向を書き込むこと  

能であるということは興味深い。  

3 データの整理  

スコアラーの仕事は、スコアブックを付け終  

わってから始まると言っても言い過ぎではない。  

次節あるいは次々節の対戦相手チームの3連戦  

が終了するとすぐに、自チームの次の3連戦に  

間に合うように、その日のうちにデータを整理  

し、翌日にはファックスで自チームのコーチ陣に  

データを送らなければならない。実際、スコア  

ブックを付ける作業は、記録方法さえマスター  

すれば、技術的には素人でも可能である。読者  

の中には、かつて野球少年で、自分の所属する  

チームのスコアブックを付けたり、春夏の高校野  

球やプロ野球の試合のスコアブックを付けてい  

た方もいるのではないだろうか。プロ野球チー  

ムのスコアラーはほぼ全員、元選手である。ス  

コアブックからチームの戦略に役立つ情報を獲  

得しなければならないという点で、データの整  

理は非常に重要な作業である。チームの戦略に  

役立っ情報はどのようにして構築されるのかを  

みていくことにする。  

3．1先（先々）乗りスコアラーの場合   

先（先々）乗りスコアラーは、所属チームが次  

節あるいは次々節に対戦するチームの戦略や、投  

手や野手の状態に関するデータを分析する。ス  

コアラー がどのようなデータを提供しているか  

をみていくことにする。   

先（先々）乗りスコアラーのスコアブックには、  

所属チームがこれから対戦する投手の全投球結  

果が記録される。右、左、それぞれの打者に対  

して、カウントごとにどの球種の球が投げられ、  

どういう結果となったかを記録する。ストライ  

クゾーンを模した3×3マトリクス図に球種を  

含めて投球の全コースを書き込むことによって、  

投球の傾向を見ることができる。たとえば、右  

打者に対する場合、左打者に対する場合、スト   
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によって、その打者の打球の方向の傾向を見る  

ことができる。このデータは、各打者に対する守  

備位置の傾向を把握するのに利用される。ボい  

ルカタン恥毎をこヒッティングの有無を集計ずる  

ことによって、各打者のヒッティングカウントの  

傾向を見ることができる。すなわちそれぞれの  

打者が早打ちタイプか、あるいはねらい球を待っ  

て打つタイプかが分かる。また、ボ山ルカウン  

匹とともに、球穐別にはッティングの集計を行う  

ことで、各打者のねらい球の傾向をつかむこと  

も可能である。そして各打者が各球種、各コー  

スの球に対して強いか蘭いか、得意か不得意か  

の判断を下すことができる。   

チいムの戦略については、監督やコーチによ  

る戦略立案のためのデ両タを提供することが要  

求される。たとえば、対戦相手チームが盗塁と  

いう作戦をとる場恰の指示の傾向を見るために  

は、それぞれのボールカウント、打者、走者、塁  

別、アタ恥カタント、スコア、相手投手∴捕手な  

どのデータが集計される。監督やコーチによっ  

て、かなり顕著な指示の傾向が見られるようで  

ある。同様に、こ正ンドランあるいはバントなど  

のヒッティングの指示の傾向を見るためにも、上  

記の盗塁の場合のような状況下でのヒッティン  

グデ仰タの集計を行うことによって、指示の傾  

向を見ることができる。あるいはまた、走者の  

有無や塁別、ポ山ルカタント、打者、走者の組合  

せによって、エンドランあるいはバントのいず  

れがより多く採用される傾向があるか、等につ  

いても分析が可能である。  

ここに示した以外にも、多くの情報が先乗り  

あるいは先々乗りスコアラーによってもたらされ  

る。彼らの情報は、担当した試合1試合の情報を  

利用しているのではなく、たとえば3連戦といっ  

たように、一つの区切りとなる試合までのデー  

タを利用しているので、信頼性は高くなってい  

る。また、数値データとして示すことが困難な  

情報は、スコアラいによるコメントという形で  

提供される。たとえば相手チームの状態、最近  

瑠翌2（8）  

の調子、そして各投手、打者の体調、最近の調  

子の傾向などはこれらに含まれる。このコメン  

トは重要であって、スコアラー独自の視点と洞  

察勃に基づかたものとなっている。  

、、・こ∴…－∴∴；÷‥－・‥．、トr・‥■∴博や  

先乗りあるいは先々乗りスコアラーは、上記  

のように前もってデいタを整理して自チームに  

情報を提供するのに対して、チーム付きスコア  

ラ山は、自分が担当する試合が現在行われてい  

る試合だけであるというのが大きな特徴である。  

したがって必要とされる情報軋 たとえば、対  

戦している相手投手の調子や各打者に対する現  

在の配球の傾向など、その試合ですぐに役立つ  

情報に限られる。より具体的な情報として、攻  

撃に関1ノては  

（乱）。対戦相手投手の全般的な好不調の状態と  

配球の傾向  

（2）。対戦相手投手の各打者に対する配球の傾  

向と特徴  

（3）。対戦柏手野手の守備体制、守備位置の傾向  

などがある。また、守備に関しては  

（且）。対戦相手打者の打球の飛球方向の傾向  

（2）¢対戦相手打者のねらい球の傾向  

（3）．打者、走者の盗塁、エンドラン、バントの  

傾向  

などがある。   

これらの情報は、試合前に提供された情報と  

ともに∴試合最中に自チームベンチに伝えられ、  

作戦戦略の決定、変更に利用される。  

十 ．：・－∴∴十ぎヰ  

ここでは、スコアラーの目を通して得られた  

情報が、どのような形で活用されているかをみ  

ていくことにする。スコアラーから提供された  

情報は、試合前、試合中、試合後、それぞれにお  

いて利用される。  
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4．1 試合前  

通常、試合前には監督、コーチ、選手の3者  

によるミーティングが行われる。しかしながら  

チームによっては監督の好みあるいは性格（？）に  

よって、めったに行われないこともある。たとえ  

ば、上田監督（日本ハム・ファイターズ）はミー  

ティングを必ず行うが、仰木監督（オリックス・  

ブルーウェーブ）や権藤監督（横浜ベイスターズ）  

などは行わないこともあるそうである。スコア  

ラーによって用意された情報は前もってコーチ、  

選手に配られているが、選手によってはこれら  

を丹念に調べる者もあれば、一方ではそれほど  

まじめに扱わない者もあるようである。3者によ  

るミーティングが行われたとしても、対戦相手  

チームに関する細かな情報をやり取りするだけ  

の十分な時間がある訳ではないので、試合前の  

ミーティングは簡単な打ち合せ程度のものとな  

らざるをえないことが多いようである。   

試合前の対戦チームに関する情報は、監督と  

コーチによるミーティング（スタッフ・ミーティ  

ング）の場に持ち込まれ、戦略面での立案に活用  

される。ここでは、先乗りスコアラーによって  

収集、整理されたデータをもとに  

（1）．対戦相手投手の配球の傾向と状態の分析  

（2）．対戦相手打者の打撃の傾向と状態の分析  

（3）．相手チーム全体の調子の分析  

などが行われる。これらをもとに様々な局面で  

の作戦が立案される。また、同時に、先発メン  

バーの変更や代打などの要員の決定もなされる。   

試合に出場するそれぞれの選手に対しては、  

コーチあるいはチーム付きスコアラーを通して、  

対戦相手の投手や打者に関する情報が伝えられ  

る。この時点で提供される情報としては、攻撃  

に関して  

（1）・先発投手（あるいは捕手）の（前回登板まで  

の）配球の傾向  

（2）．守備位置と守備体制の特徴と傾向  

などが挙げられる。また、守備に関して提供さ  

れる情報としては  
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（1）．対戦相手の各打者の打球方向の傾向  

（2）。走者がいる場合の盗塁の可能性と傾向  

（3）ノ1ントや犠打の特徴と傾向  

などが挙げられる。  

このように、先乗りあるいは先々乗りスコア  

ラーの収集、整理したデータは、試合前に活用  

され、作戦面で大いに利用されている。  

4．2 試合中および試合後   

試合中の情報は、もっぱらバックネット裏に  

陣取るチーム付きスコアラーによってもたらさ  

れる。この情報は、監督やコーチの要求に答える  

形で提供される場合と、チーム付きスコアラー  

自身によって自発的に提供される場合の両局面  

がある。（福岡ダイエー・ホークスの投球スパイ  

事件が記憶に新しいと思われる。この事件では、  

チーム付きスコアラーが重要な役割を演じてい  

た、とも言われている。）   

この時点で伝えられる具体的な情報としては、  

前節最後に述べたように、攻撃面と守備面の両  

面で、対戦相手投手の配球の傾向と特徴、ある  

いは打者の調子と打球の傾向、作戦面の傾向と  

特徴などが主要なものとなる。これらの情報は  

イニングが終わるごとにネット裏から自チーム  

ベンチへ送られる（これはいずれ禁止されると  

もいわれている）。イニング毎に情報を整理して  

ベンチに送らなければならないため、試合中の  

チーム付きスコアラーは非常に多忙であるとい  

えよう。このようにして送られた情報は、試合  

前に提供された情報とともに、自チームの作戦、  

戦略の決定、変更に利用される。   

試合後には、反省会と称してミーティングが  

行われる。ここでは、チーム付きスコアラーに  

よって、当日の試合内容に関するデータが提供  

される。それらのデータは、翌日以降の選手の  

練習メニュー等に反映される。  
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騒 おわ馴≡   ティングで情報を強制されるのは嫌ったらしい  

が、彼ら自身は相手投手の球種、配球、駆け引き  

についても抜群の記憶力で分析を行い、いずれ  

も自らの技術向止のためには非常に食欲で、し  

かも人山倍研究熱心であったそうである。監督、  

コ…チ、選手にとって有効、有益な情報を捏供す  

るスコアラーの役割の重要性は将来ますます増  

加することはあっても、決して減少すること綾  

ないであるう。   

山方、プロ野球が人間同士の間の戦も、のゲー  

ムであることを考えれば、デい夕方能ではない  

はずである。すなわち、天候、気温等の複雑な自  

然条件に加えて、監督、コいチ∴選手というゲー  

ムを構成する多くの人間それぞれのその田の調  

子、相互関係、チーHム全体の雰囲気、調子、流  

れ、あるいは相手の状況、試合の流れ、といった  

計測しがたい複雑な多くの要因によっても大き  

く支配きれ竃ゝとu、もう不確定性を有してⅤ、もるはず  

である。i励度轟こ過去のデータに拘泥し、それら  

のみに依存すること闇、画期的な戦略、思い切っ  

た大胆なプ心…には蘭冊籠なることもあるかも  

しれない。デー…劇・タ臥あくまでも自らが作戦、戦  

略を立てる止での裏付机基盤となり、そして各  

選手の技術の向上に貢献すべき基礎となるもの  

として、“参考にlノつつ瓶用すべきものタ’であろ  

う。今後、わが閣においても、プロ野球に関サる  

デ、一夕処磯、作戦面で心徽章灘が〕郡司芯罵献し、  

役立つべく、多くの研究成果が得られることを  

期待したル㌔  

本稿は、199S牢12月8日、日本ハム球  

団事務所において、日本ハム℡ファイタいズ育  

成部安藤順三氏に対して、森雅夫（東京工業大  

学）、猿渡康文（筑波大学）、大山達雄（政策研  

究大学院大学）がインタビューしたものを基に、  

猿渡、大皿がまとめたものである。ご協力いた  

だいた日本ハム球団株式会社に感謝いたすと共  

に、日本ハム。ファイターズの来シーズンの活躍  

をお祈り致します。  

スコアラーという職業は、プロ野球界におい  

て、余り脚光を浴びる職業ではない。スコアラか  

は元選手がほとんどであるが、いずれも皆10  

数年のキャリアを有するベテランである。スコ  

アラーの馴ま、バックネット裏という補辛から  

離れた位置で試合を観戦しているにも関わらず、  

投球のコース、球種などを見事に判別する。ま  

た、対戦投草、野手の能力を始めとして、監督  

あるいはぷ－チの戦略をも見抜くカをもってい  

る。そのため、プロ野球チームに所属する選手、  

監督、コーチには欠かせない存在となっている。  

さらに、このような裏方の支えなくして、プロ  

野球は成り立たないということが、改めて明ら  

かになったといえる。   

スコアラーによって提供されたデレタはシレ  

ズン終了後集計され、各選手の所得査定の材料  

としても活用される。球団によって査定に利用  

するデータや査定方法は異なっているが、各選  

手のシ山ズン中の活躍度合を評価するためにも  

利用されている。残念な力学ら、その細かな資料  

を入手することは出来なかったが、インタビューー  

中に覗き見た限りでは、我々の想像以上に非常  

に綿密かつ詳細に各選手の評価がなされていた。  

戦略立案以上に∴選手の査定にまで影響を与える  

スヨアラーの削ま厳しいものがあるといえよう。   

現在のプロ野球は情報戦といってもよいくら  

い、種々の情報を駆使した観いが行われる。この  

ような中でスコアラ、－がどのような情報をチい  

ムの監督、コーチ陣に提供し、彼らがそれらをど  

のように利用するかはチームのそのシーズンの  

成否を決定するとV、っても過言ではないであろ  

う。デーnタを塵視しない、問題意識を持たない、  

研究心、向止心のない選手眩成功しないといわ  

れる。成功する選手は、もちろん天性の才能を  

有する場合もあるであろうが、ほとんど皆デー  

タを蓄積し、研究し、自らの技術の向上に努め  

るといわれる。張本、落合といった大選手もミー鵬  
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